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● セミナーの受講申込みについて ●

①

②

株式会社Ｒ＆Ｄ支援センター

お名前

　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい

たします。受講用URLは後日お送りいたしま

す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的

にお受けしておりませんので、ご都合により出

席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO. 251013 

 
◆日時：2025年10月29日（水） 10:30～16:30

◆【アーカイブ配信：10/30（木）～11/6（木）（何度でも受講可能）】の視聴を希望される方は、

   ⇒ https://www.rdsc.co.jp/seminar/251013A こちらからお申し込み下さい。

◆受講料 ： 1名につき55,000円（税込、資料付）　

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

強い特許クレームの書き方から

　　　　　他社特許発明の分析方法とその対応

【プログラム】 
１．強い特許クレームの書き方について
　1-1  権利範囲を画する特許クレーム
　1-2　理想的な強い特許クレームの要件とは
　1-3  特許クレーム作成の難しさ
　1-4　特許クレーム作成の落とし穴
　1-5  特許クレームに関する様々な概念
　　（１）上位概念・下位概念という考え方
　　（２）従属クレームの意義
　　（３）数値限定発明・パラメータ発明のクレーム
　　（４）機能的クレーム
　　（５）ＰＢＰＣクレーム （６）除くクレーム
　1-6　自社特許の強化方法（クレームの記載による）
　1-7  特許クレームに関するいくつかの事例（裁判例等）

２．特許クレームをサポートする明細書について
　2-1　明細書の意義とその役割
　2-1  明細書の記載項目
　　（１）本願発明の課題　　（２）測定条件等の記載
　　（３）特許クレームの文言の定義
　2-3  ノウハウ

●講師 : 中村合同特許法律事務所 法律セクション 弁護士・弁理士、元特許庁審査官 小林 正和 氏

セミナーURLはこちら→　https://www.rdsc.co.jp/seminar/251013 

　本セミナーは、技術分野を問わず、技術者・研究者、知財部の方等を対象として、特許実務の基本的知識を習得し、更に、他社特許
の分析の仕方や、自社の研究開発・特許出願への活かし方を習得するためのものです。
　特許クレーム、特許権の侵害・非侵害、進歩性など、特許実務においては理解しづらい概念が多いですが、本セミナーでは、元審査
官・弁理士である講師から具体例とともに分かりやすくご説明します。また、弁護士でもある講師から、他社特許の分析等の紛争が想定
される場面での対応の仕方、更には御社の研究開発や特許出願への活かし方もご説明します。特許実務の習得にあたっては、特許
庁の考え方だけでなく、紛争になった場合における裁判所の考え方やそれらの違いも理解する必要がありますので、本セミナーではこ
れらの違い等もご説明します。特許実務の基本から勉強したい方から、日々特許実務に携わっている方まで、有益な情報をお伝えし
たいと思っています。

【講演の趣旨】 

住　 　 所

電話番号

〒

申込書　

会社・大学

ＦＡＸ

※ご希望の参加形式にチェックを入れて下さい⇒＜□LIVE／□ｱｰｶｲﾌﾞ＞

３．他社特許発明の分析方法とその対応について
　3-1  特許権侵害の考え方
　　（１）文言侵害（２）均等侵害（３）数値限定発明・パラメータ発明の特殊性
　3-2　特許権侵害の未然防止策
　3-3  他社特許発明の分析方法と自社製品の検証
　3-4  特許権侵害の対応策
　3-5  他社特許を無効に
　　（１）進歩性の考え方（動機付け要素と判断基準）
　　（２）記載要件違反（サポート要件、明確性要件、実施可能要件）
　　（３）異議申立・無効審判・特許無効の抗弁
　3-6  審査官・審判官・裁判官の考え方
　3-7　他社の分割出願戦略の恐ろしさ
　3-8　充足性・特許要件に関するいくつかの事例（裁判例等）

４．特許情報の自社の研究開発・特許出願への活かし方
　4-1  特許関連情報の取得・活用
　4-2　自社特許の強化方法（発明の発掘・創出）
　4-3  出願か秘匿か

５．まとめ

セミナーお申込みＦＡＸ
０３－５８５７－４８１２

※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

1名分料金で
　2人目無料

会員（案内）登録していただいた場合、通常1名様申込で55,000円（税込）から

　・1名で申込の場合、49,500円（税込）へ割引になります。

　・2名同時申込で両名とも会員登録をしていただいた場合、計55,000円（2人目無料）です

※本セミナーはZOOMを使ったLIVE配信セミナーです。会場での参加はございません。


